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ブタの腎臓
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動物：ブタ，雌、年齢不詳（12ケ月以上）。1978年１０

月16日帯広市家畜処理場で屠殺。

材料について；本例は十勝管内の某養豚場で繁殖用と

して飼育されていたが不妊のため廃用になった。生前は

著しい削痩が目立ち，屠殺後の所見では腎臓をはじめ腹

腔内ならびに胸腔内の諸臓器に腫癖性増殖巣が多発して

いたため、全部廃棄するとともに主要臓器の一部をホル

マリンで固定した。固定材料の肉眼所見の大要は次のよ

うなものであった。腎臓の表面は滑沢であったが、全面

に亘って灰白色の大小の不規則形をした膨隆病巣が密発

していた。割面においても皮質より髄質にかけて脆い灰

白色の組織に占められ、腎臓固有の組織はその間に島状

に残存していた。腎門リンパ節はウズラの卵大に腫大。

肝臓では小葉間結合組織の不規則な増幅、脾臓では実質

内に小白色病巣が多発していた。肺は水腫が強くf小葉

間結合組織は幅を増し，小気管支ならびに血管を中心に

不規則形の灰白色病巣が潔ぬられた。腸間膜リンパ節は

血液の吸収が高度で，所により白色の素状～巣状の病巣

を認めた。

組織所見：腎臓における灰白色の病巣は間質に主座し

リンパ球浸潤を伴う組織球,巨細胞の集団よりなり（Ｆｉ．

８２），その間に糸球体，尿細管がまばらに散在し(Fig.

1），所により，とくに血管を中心にへマトキシリンに渡

染する球状の小体が多数醒められた（↑印）。この小体

は可成り大小があり，一様に渡染するもの，厨状を示す

もの，中空のように見えるものがあった(Fig.3）。これ

らの小体はPAS陽性，アルシャンプルーで宵，トルイジ

ンプルーで異染性を示し，ベルリンプルーで鉄陽性，コ

ッサ反応も陽性であった。腎臓以外の臓器における病巣

も間質に主座して増殖性の性格を示しており，量的に差

はあったがへマトキシリンに渡染する'１，体が多数存在し

ていたことも共通していた。この小体の形，染色性は人

のMalakoplakiaの時に出現するMichelis-Gudmann

bodyと呼ばれるものに酷似し，この小体とともに主と

して膀胱に肉芽腫性の病変を起すのが本病の特徴とされ

ている。本例がこの病と同類のものかどうかは更に検討

を要するが，提出標本についての組織診断は「いわゆる

Michelis-GUdmannbodyの出現を伴った肉芽瞳性間質

性腎炎」と診断した。

写真１：ＨＥｘ６３２：１の枠内拡大×400３：

ベルリンプルー×400
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